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2．実　　験

［1］分析方法・装置

（1）モノマー合成

　反応の追跡及び純度分析は、ガスクロマトグラ

フィー分析（GC）、又は液体クロマトグラフィー分析

（LC）で行った。GCは島津製作所社製の SHIMADZU 

GC－2025（カラム：InertCap5）を使用し、LC は東

ソー社製カラム TSK－GEL ODS－120T、溶離液に 50 

mM リン酸緩衝液［（pH ＝ 2.8、Na2H2PO4－H3PO4）／

CH3CN ＝ 1／1］を用いて行った。モノマーの同定に

は、BRUKER 社製 NMR（ADVANCE Ⅲ HD500）［1H

－ NMR（500 MHz）、13C － NMR（125.8 MHz）、D2O

溶 媒／TSP 標 準 ］ と、IR（PERKIN　ELMER 社 製

System　2000 FT－IR）（KBr）を用いた。

（2）ポリマー合成

　重合時のモノマー転化率は、重合液をウルトラフィ

ルターユニット（アドバンテック社製USY－1／分画分

子量 10K）でろ過した液中の残存モノマーを LC（内

部標準法）で分析して算出した。また、ポリマーの

分子量は、東ソー社製カラム TSKgelα－Mと guard 

column α、溶離液に DMSO／10 mM－LiBr、標準試

料に Pullulan を使用したゲル浸透クロマトグラフィー

分析（GPC）で行った［流量：0.6 mL／min、検出：UV（335 

nm）、温度：50℃、注入量：20μL（1000 ppm）］。ポ

リマー水溶液中の固形分濃度は、加熱乾燥式水分計

（エー・アンド・デイ社製MS－70）を用い、150℃で

の恒量値から算出した。

［2］導電性ポリマーの物性評価

（1） 導電性

　予めUV／O3 処理（セン特殊光源社製表面処理装置

PL16－110）した 3 cm 角のガラス基板（Coaning 社

製 EagleXG）に、1重量％の導電性ポリマー水溶液を

キャストし、グローブボックス中で室温にて一晩乾燥

した後、ホットプレート（アズワン社DIGITAL HOT 

PLATE HP－2SA）上で 150℃、30 分間ベークした（窒

素雰囲気中）。得られた塗膜の表面抵抗率（Ω／□）を

三菱化学社製ロレスタMCP－T600（四探針法）で測

定した後、カッター等で塗膜に段差を設け、BRUKER

社製DektakXTで導電膜の厚みを測定した。引き続き、

次式に従って導電率（S／cm）を算出した。

（式）導電率（S／cm）＝ 1／［表面抵抗率（Ω／□）×導電

膜の厚み（cm）］

（2） 比較材料

　リファンレンスには PEDOT：PSS を用いた。

3．結果と考察

［1］モノマー合成

（1） 設計

　水分散体の PEDOT：PSS は、疎水性の PEDOT に

対して、親水性の PSS がドーパント兼水分散剤とし

て上手く機能した優れた導電性高分子である。一方で、

絶縁性の PSS は導電膜の電気伝導度を低下させる一

因となるため、我々は PSS を使用せずに、ドーパン

トと水溶性付与の役割を担うスルホン酸基を PEDOT

にスペーサーを介して導入することで、水溶性と導電

性を両立した材料の開発を指向した。

　特に PEDOT骨格は、エチレンジオキシ環の電子供

与性効果によりチオフェンよりも酸化重合しやすいこ

と、さらにチオフェンの 3、4 位が置換基でブロック

されているため、2、5 位で選択的に重合が進行し不

純物が少ない、安定性に優れるなどの多くの利点を有

していることから、この PEDOTをベースとした自己

ドープ型導電性高分子の開発に着手した。

　既知のヒドロキシメチル EDOT（＝ HMEDOT）か

ら誘導可能なモノマーの内、合成上安全性の高いスル

トンを使用できる新規な SEDOT モノマーを考案し、

それから合成できる導電性ポリマー（SELFTRON®）

をターゲットとして検討を開始した（Scheme 1、

Table 1）。
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Fig.２　Self-doped conducting polymers (SDP)
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